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研究成果の概要（和文）：よいアイデアが浮かんでこないとか，よい説明ができないとかいったことは誰にでも
あるが，そうした現象について，課題の構造，本人の努力（認知資源），特性（性格，情報探索傾向，抑制機能
など），周りの環境（ノイズの有無，認知負荷など）などの観点から，そのしくみの一端を明らかにした。たと
えば，抑制機能が中程度の人は，適度なノイズのある環境で，無意識的に外界からヒントを得ることができると
いったように，すべての要因が複雑に相互作用をしていることがわかった。また，無意識的な情報貯蔵庫に情報
を統合する機能があり，従来考えられていたより複雑な処理ができることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We all have difficulty in coming up with good ideas or giving good 
explanations. We have clarified some of the mechanisms of such phenomena from the perspective of the
 structure of the task, the effort (cognitive resources), characteristics of the individual 
(personality, tendency to search for information, inhibitory function, etc.), and the surrounding 
environment (presence of noise, cognitive load, etc.). We discovered, for example, that people with 
a moderate inhibitory function can unconsciously obtain hints from the outside world in an 
environment with moderate noise, indicating that all factors interact in a complex manner. The 
results also suggest that unconscious storages of information have the ability to integrate pieces 
of information and can perform more complex processing than previously thought.

研究分野：認知科学

キーワード： 思考　問題解決　創造性　推論

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
創造的なアイデアの生成過程において，無意識的な思考が関係していることは以前から知られていたものの，ど
のような人が，どのような状態のときに，どのような情報を外界からうまく取り入れることができるかといった
詳細については，本研究が初めて明らかにした。ある人の創造性を促進する環境が，別の人の創造性を妨害する
可能性があることを明らかにした本研究の成果は，たとえば，個人差を考慮した創造的活動の場の構築に役立つ
可能性を秘めている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
認知の科学は，「意識の科学」として始まったと言える。無意識的過程の重要性が正確に認識
され始めたのは，比較的最近のことである。適応的合理性 (Anderson, 1991)，身体指標仮説 
(Damasio, 1994) ，適応的道具箱 (Gigerenzer, Todd, & ABC Research Group, 1999)，適応的無意識 
(Wilson, 2002)，注意なしの熟考 (Dijksterhuis et al., 2009) などの概念は，自動的・直感的な行動
こそが適応的で，むしろ意識的に「熟考する」理性に勝ると主張する。意識的過程と無意識的過
程という二重性が最も顕在化するのが創造的活動である。意識上では「何も考えていない」とし
ても，無意識的・漸進的に進行する過程が解決へと導き，ある時点で洞察として急に意識にのぼ
るために突発性が知覚される (e.g., Ohlsson, 2011)。 
ところが，高次認知の無意識的過程を探る手法は非常に限定されており，そのせいでこの領域
の研究が立ち遅れてきた。最近われわれは，創造的問題解決研究のための新しい研究アプローチ
をいくつか提案した。すなわち，この数年で現代の高次認知研究が追及すべき重要な問題を提起
し，同時に，その過程を探るためのアプローチを拡張してきた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は，高次認知，特に創造的活動における意識（顕在認知）と無意識（潜在認知）の関係
を扱う。無意識的過程に介入しながら意識的過程との関係を探ることにより，意識の機能と役割
を明らかにすることを目指す。そのために以下の目的を掲げる。 
第 1は，両過程の相互作用を詳細に調べること（Iプロジェクト）である。準備性と認知資源
拡散をキーワードとして，潜在認知と意識的コントロールの機能とそれらの相互作用を明らか
にすることを目指す。 
第 2は，無意識的過程がアクセス可能な表象がどこに存在するのかを明らかにすること（Rプ
ロジェクト）である。意識の検閲を経ることなく入力された情報が，情報処理システム内でどの
ように表象されているのかを探る。 
第 3は，2つの目的を達成するための新しい手法を開発すること（Mプログラム）である。本
研究の成果は，現実社会において，生産性を高める作業環境づくりなどへの応用を視野に入れる。 
 
３．研究の方法 
 

Iプロジェクト，Rプロジェクト，Mプログラムのいずれも，主な研究方法は実験的アプロー
チである。全期間中に，Iプロジェクトでは 17個，Rプロジェクトでは 12個，Mプログラムで
は 5個，合計 34個の実験を実施した。以下，主な実験方法を類型化して説明する。 
 
(1) 潜在ヒント提示 

Iプロジェクトと Rプロジェクトの多くの実験では，問題解決中に何らかの形で潜在ヒントを
提示し，問題解決のパフォーマンスを検討するという方法を用いた。たとえば，実験 19では，
ノイズ下または静寂環境下で 15問の言語的創造性課題（遠隔連装課題 RAT）を与え，逆向マス
キングによって見えの意識を伴わないように正解（または固着解）を提示する場合と何も提示し
ない場合での課題の正解率を比較した（図 1）。その際，注意抑制の個人差をフランカー課題に
よって測定しておき，個人特性の影響も要因として考慮した。 
また，実験 27では，9点問題と呼ばれる図形パズル（4本の線分を順次引くことによる解決が
求められる洞察課題）を用いて、これに連続フラッシュ抑制（図 2）と線運動錯視（図 3）を組
み合わせた、運動情報を含む動的なヒント提示を行なった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 実験 19で用いられた逆向マスキング法 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 文章による情報提示 

Iプロジェクトと Rプロジェクトの一部の実験では，物語文や因果構造記述文を読ませて，推
論のパフォーマンスを検討するという方法を用いた。 
たとえば，実験 34では，「ある病気に罹患したひとは，症状 A, Bの両方が観測されます。ま
た，その病気に罹患する確率はおよそ 30%です。X さんを診察したところ，症状 A が観測され
ました。しかし，診察設備が足りず，症状 Bを発症しているかどうかはわかりませんでした」と
いった原因発生の事前確率，因果構造と観察された証拠などの情報を文章形式で与え，原因が発
生していた確率を（「患者が病気に罹患している確率」）を確率で評価させる問題を使用した。 
 
４．研究成果 
 
研究期間中に実施した 34個すべての実験について述べるのは冗長であるため，ここでは，代
表的な研究成果を取り上げて説明する。以下では，プロジェクト別に，それぞれ顕著な成果が得
られた三つの実験を取り上げる。 
 
(1) Iプロジェクト 
 
①実験 1 
この実験は，個人の抑制機能（注意抑制）の強さが，洞察問題解決時の潜在情報の影響力（閾
下プライミング効果）に与える影響を明らかにすることを目的とした。それは，この研究プロジ
ェクトが開始する前に実施したわれわれの予備的研究から，潜在情報（閾下プライミング）が問
題解決を促進するだけでなく，場合によっては妨害することもあることが示唆されていたこと
から，個人の特性の違いが潜在情報の影響力（閾下プライミング効果）を変えるのではないかと
考えたためである。 
参加者がタブレット型コンピュータ上で 8 枚硬貨問題を解いている間に，一定の時間間隔で
画面上にノイズ画像を提示した。半数の参加者にはノイズ画像の中に潜在ヒントを，残りの参加
者には空白画像を挿入した。課題終了後，フランカー課題によって参加者の抑制機能の強さを測
定した。その結果，抑制機能が高い人が潜在ヒントを提示されると，問題解決のパフォーマンス
が低下することが明らかになった。 
 
②実験 19 
実験 1から，個人の内的要因（抑制機能）が洞察問題解決時の潜在情報の影響力を左右するこ
とがわかったが，その効果は外的要因との相互作用によって変化すると考え，環境ノイズの有無
を操作して抑制機能強度との相互作用に注目した。 
参加者（81人）は，ヘッドフォンをして，ピンクノイズを聞きながら，または無音状態で洞察

RAT（本プロジェクトの M プログラムの成果の一つ，下記参照）に取り組んだ。コンピュータ
画面に RAT の問題が提示された直後，逆向マスキング法により画面にプライム（正解／固着解
／空白）が提示された。その結果，抑制が中程度の場合に，ノイズ環境下でヒントが解決を促進
することが明らかになった。つまり，抑制機能の強さによって最適ノイズ環境が異なるというこ
とであり，潜在情報の活用には，内的要因と外的要因の両方によって条件が規定されることがわ
かった。 
 
③実験 34 
説明とは，因果構造に基づく世界の理解の一形態であり，説明行為には創造性が必要とされ，
また発見が伴う。そこで，この実験では，説明の確からしさの判断に対して因果構造が果たす役
割を調べた。 
参加者（66人）は，原因が生じる事前確率 10%，20%，30%の 3群に振り分けられた。その後，

4つの文章を読み，各文章において「患者が発症している症状」，「候補である病気が引き起こす
症状」，「その病気の事前確率」の 3つの情報を得た。Latent scopeありの病気は，2つの症状が発

図 2 実験 27で用いられた連続フラッシュ抑制法 図 3 実験 27で用いられた線運動錯視 



症することを予測するが，そのうちのひとつは実際に発症したかどうか確認できないことが伝
えられた。4つの文章を読んだ後，参加者は，患者が病気に罹患している確率を 0%から 100%で
評定した。その結果，Simplicityと Latent scope間の交互作用は見られなかった。Virtueの主効果
は、Latent scopeのみ確認された。このことから、Virtueは独立して説明の確からしさに影響する
ことが明らかとなった。 
 
(2) Rプロジェクト 
 
無意識的な情報の貯蔵庫が，入力情報を個別に参照するだけではなく，それらを統合する機能
を有していた場合，シーケンシャルに提示される部分情報から解を生成して解決を促進する効
果が得られるはずである。以下では，この仮説に基づいて実施した 3つの実験について述べる。 
 
①実験 27 
参加者（48人）の半数には，9点問題を解く前に，連続フラッシュ抑制の手法によって，線運
動錯視を利用した潜在ヒントの連続画像が呈示された（残りの半数には空白画像が呈示された）。
その結果、ヒント提示群はヒントなし群の 3倍の正答率になった。また 9点の枠の外への線の延
長を行う参加者の数も 4倍となった。 
 
②実験 32 
この実験では，実験 27の効果が線分の提示だけでも起こるか否かを検討した。その結果、線
運動錯視を伴わない静的なヒントの提示では効果が見られなかった。 
 
③実験 33 
実験 33では、線運動錯視において事前に一瞬だけ呈示される枠外の点のみの呈示を行い，そ
の効果を検討した。結果は実験 32同様であり，効果は見られなかった。 
 
④上記の三つの実験から明らかになったこと 
これらの実験は，二つの新たな知見をもたらした。第一に，潜在的情報の貯蔵庫には情報の保
持だけでなく，情報を統合する，よりアクティブな機能があるということが示された。統合の可
能性を示唆する研究はこれまでもあったが，それは IAT による潜在的な指標を用いたものや，
単純な知覚判断におけるプライミング効果に基づくものであった。本研究では，問題解決におけ
る解決手順の生成を含む高次の認知活動においても同様の効果が見られるという新奇な発見で
ある。 
第二に，潜在的な情報の統合，特にシーケンシャルに呈示される部分的なヒント情報の統合に
は，運動情報が効果を持つことを明らかにした。枠外まで延長した線の呈示（実験 32），枠外へ
の点の呈示（実験 33）だけでは情報は統合されないが，錯視ではあるが運動情報を含めた場合
には促進効果が見られた（実験 27）という結果は，潜在情報の統合に運動情報が必要条件とま
では言えないが，少なくとも運動情報は統合を促進する可能性を示唆している。 
 
(3) Mプログラム 
 
①実験 17 
創造性や洞察問題解決を実験で扱うことを容易にするため，新しい遠隔連想検査を作成し，そ
の有効性を確認した。遠隔連想検査とは，たとえば，「住□，在□，汚□」の□に共通して入る
語をできるだけ早く見つけて答える課題である（正解は「職」）。この課題は，二字熟語として，
「住職」より「住宅」の方が思いつきやすく，また「在職」より「在宅」の方が思いつきやすい
ため，「宅」がいわゆるルアー語（固着語）となって，正解を思いつきにくくなる構造になって
いる。こうした組み合わせのセットを半自動的に網羅的に探索して，80問の問題（洞察 RATと
いう）を作成した。また，この課題を使って，正答率，固着回答率，解決時間などの基礎データ
を整理した。 
 
②実験 18 
上記の洞察 RAT 40問と従来の日本語版 RAT 40問を使用して，正答率，固着回答の発生率，
内因性 Aha（解を閃いたときの Aha感），外因性 Aha（解を知らされたときの Aha感）の評定値
を比較した。 
その結果，洞察 RATは従来の RATより内因性 Ahaが高いことが明らかになった。また，固着
回答の発生は両方の Aha体験を強めることがわかった。 
 
③実験 28 
問題解決のためのよりよい方法が存在しても，ある方法で解決できる場合は最善解の発見が
難しいことが多い。私たちの柔軟な問題解決の特性（広義の創造性）を明らかにするためには，
こうした事態を実験で扱うことも重要である。古典的課題である水瓶問題をベースに，失敗やエ
ラーなどの負のフィードバックが存在しない状況で参加者に次善解から最善解への転換を求め



る実験パラダイムを考案し，実験を遂行するための実験システムを開発した。実験では，課題中
の眼球運動を計測し，左右の視線の偏りから最善解への情報探索の偏りを確認できるようにし
た。最善解を発見した参加者（転換群）と発見できなかった参加者（非転換群）の情報探索の差
異を検討した。 
その結果，転換試行後はもちろん，転換試行前においても両群の視線の重心に有意な差がみら
れた（図 4）。つまり，最善解を発見するよりも前から，次善解から最善解への転換の有無を分
ける情報探索の違いが存在することが明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 実験 28での転換群と非転換群における視線の重心の変化 
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